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２ .「 配 電理論 ・配電設備 」

1. 配電線路

(1 ) 配 電 線路の電気方式

高圧 ： 6 .6 [kV ]三 相 ３線式 (非接地式 )

低 圧 ： 単 相 ２ 線 式 、 単 相 ３ 線 式 、

三相 ３線式 、三相 ４ 線式

(2 ) 低 圧 機器地絡時の対地電圧

2. 単 相 3線式配電線路

Ｎ(1 ) 中 性 線に流れる電流 Ｉ

各負荷の力率 1の と き ： Ｉ ＝ Ｉ － Ｉ [Ａ ]Ｎ １ ２

Ｉ の 力率 cosθ ， Ｉ の 力率 cosθ の と き ：１ １ ２ ２

( 2 ) 変 圧 器一次側の電流

変圧器の励磁電流 と 損失 を 無視す る と ，
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一 次側 Ｖ Ａ と 二次側 Ｖ Ａは等 しい
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( 3 ) 負 荷の端子電圧 (負荷の力率＝ 1)

Ｖ ＝ Ｖ－ (Ｒ Ｉ ＋ Ｒ Ｉ ) [Ｖ ]１ １ Ｎ N

Ｖ ＝ Ｖ－ (Ｒ Ｉ － Ｒ Ｉ ) [Ｖ ]２ ２ Ｎ N

( 4 ) 電 力 損失 Ｐ ＝ Ｉ Ｒ ＋ Ｉ Ｒ ＋ Ｉ Ｒ [Ｗ ] １ N Ｎ ２
２ ２ ２

( 5 ) 中 性線断線時の電流 ・電圧

・ 各 線の電流

・ 負 荷の端子電圧

3. 電圧降下 ・ 電力損失

(1) 1線 (1相 )当 り の電圧降下 ｅ

(2) 線 間電圧降下 [V ]

単 相 ２線式 ＝ 2 (Ｒ co sθ ＋ Ｘ s i nθ )

三 相 ３ 線 式 ＝  ( Ｒ c o sθ ＋ Ｘ s i nθ )

( 3 ) 電 力損失 Ｐ [W]

単相 ２線式 Ｐ ＝ 2 Ｒ
２

三 相 ３ 線式 Ｐ ＝ 3 Ｒ
２

( 4 ) 電 圧降下率 ・電 圧変動率
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 電圧変動率＝
無負荷時の受電端電圧－全負荷時に受電端電圧

全負荷時の受電端電圧
×100[％]

 電圧降下率＝
電圧降下(＝送電端電圧－受電端電圧)

受電端電圧
×100[％]
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4 . 力 率の改善

(1 ) 進 相 コ ンデン サの電流 ・ 容量

・ 単相 ： Ｉ ＝ 2π ｆ Ｃ Ｖ [Ａ ]

Ｑ ＝ Ｖ Ｉ [v ar ]＝ 2π ｆ Ｃ Ｖ [va r]２

・ Δ 結線 ： Ｉ ＝ ( 2π ｆ Ｃ Ｖ )[Ａ ]

Ｑ ＝ Ｖ Ｉ [v a r ]＝ 6π ｆ Ｃ Ｖ [va r ]２

・ Ｙ 結線 ： Ｉ ＝ 2π ｆ Ｃ (Ｖ / ) [Ａ ]

Ｑ ＝ Ｖ Ｉ [v a r ]＝ 2π ｆ Ｃ Ｖ [va r ]２

Ｃ( 2 ) 力 率 改善に必要な コンデンサ容量 Ｑ

Ｑ ＝Ｑ －Ｑ ＝ Ｐ (tanθ － tanθ )Ｃ １ ２ １ ２

( 3 ) 力 率 改善の効果

5. 需要率 ・ 不等率 ・ 負荷率

(1 ) 需 要 率

(2 ) 不 等 率

・ 変圧器容量の算出
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需要率＝
最大需要電力

総設備容量
×100[％]

不等率＝
各需要家の最大需要電力の総和

合成最大需要電力
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( 3 ) 負 荷率

6. 架空電線路の強度

(1) 支 線の強度

(2) 必 要な支線の素線条数

(3) 電 線に加わる荷重

架 空 電 線 1 [ ｍ ] に つ い て 電

線 の 自 重 Ｗ [ k N ] 、 氷 雪 荷 重０

Ｗ [kN ]、 風圧荷重Ｗ [kN]Ｓ Ｗ

( 4 ) 電 線のた るみ

Ｗ :電線 1[ｍ ]当 た り の合成荷重 [kN/m]

Ｓ :径 間 [ｍ ]

Ｔ :電 線の水平張力 (電線に加わ る張力 )[kN]

7 . 地 中電線路の無負荷充電電流

C： ケ ー ブ ル の 心線 1線 当

り の静電容量 [F]

負荷率＝
ある期間中の平均需要電力

その期間中の最大需要電力
×100[％]
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平均需用電力＝
期間中の使用電力量[kWh]

期間中の総時間数[ｈ ]
[kW]
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